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第 53 号　（2）平成 30 年 8月１日 議 会 だ よ り

○
地
域
ケ
ア
会
議
設
置
条
例

　

の
制
定

　
　
介
護
保
険
法
第
５
条
及

び
第
１
１
５
条
の
48
の
内

容
に
準
じ
て
、
地
域
福
祉

へ
の
包
括
的
な
支
援
体
制

を
強
化
し
た
い
こ
と
か
ら
、

条
例
を
制
定
す
る
も
の
で

す
。

　
　
　
☆
全
会
一
致
で
可
決

○
道
の
駅
し
ち
の
へ
道
路
・
観

　

光
情
報
館
の
設
置
及
び
管

　

理
に
関
す
る
条
例
の
制
定

　
　
地
方
自
治
法
第
２
４
４

条
の
２
第
１
項
の
規
定
に

よ
り
、
道
の
駅
し
ち
の
へ

道
路
・
観
光
情
報
館
の
設

置
及
び
管
理
に
関
し
、
必

要
な
事
項
を
定
め
る
必
要

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
条
例

を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

　
　
　
☆
全
会
一
致
で
可
決

○
保
育
の
必
要
性
の
認
定
基

　

準
に
関
す
る
条
例
の
改
正

　
　
保
育
必
要
量
の
認
定
に

あ
た
り
、
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
法
施
行
規
則
の
基

準
に
合
わ
せ
、
現
状
に
即

し
た
運
用
の
弾
力
化
を
図

る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

条
例
を
改
正
す
る
も
の
で

す
。

　
　
　
☆
全
会
一
致
で
可
決

○
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事

　

業
の
設
備
及
び
運
営
に
関

　

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

　

の
改
正

　
　
放
課
後
児
童
健
全
育
成

事
業
の
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
の
一
部
を
改

正
す
る
省
令
の
公
布
に
伴

い
、
放
課
後
児
童
支
援
員

　
の
資
格
要
件
の
拡
大
が
さ

れ
る
な
ど
、
同
令
の
改
正

内
容
に
準
じ
て
、
条
例
を

改
正
す
る
も
の
で
す
。

　
　
　
☆
全
会
一
致
で
可
決

○
乳
幼
児
医
療
費
給
付
条
例

　

等
の
改
正

　
　
所
得
税
法
等
の
一
部
を

改
正
す
る
等
の
法
律
の
施

行
に
伴
い
、
所
得
税
に
お

け
る
配
偶
者
控
除
及
び
配

偶
者
特
別
控
除
が
見
直
さ

れ
る
な
ど
、
同
法
の
改
正

内
容
に
準
じ
て
、
条
例
を

改
正
す
る
も
の
で
す
。

　
　
　
☆
全
会
一
致
で
可
決

○
工
事
請
負
変
更
契
約
の
締

　

結

　
（（
仮
称
）
道
の
駅
し
ち
の

　

へ
情
報
館
機
械
設
備
工
事
）

　
　
工
事
内
容
に
変
更
を
生

　
じ
た
の
で
、
契
約
金
額
の

　
変
更
に
つ
い
て
、
地
方
自

　
治
法
及
び
町
条
例
の
規
定

　
に
よ
り
締
結
す
る
も
の
で

す
。

　
　
　
☆
全
会
一
致
で
可
決

○
平
成
30
年
度
補
正
予
算

　

（
下
記
表
参
照
）

　
　
　
☆
全
会
一
致
で
可
決

○
物
品
購
入
契
約
の
締
結

　

（
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

　

（
Ｃ
Ｄ
―

Ⅰ
型
）
購
入
）

　
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の

購
入
契
約
の
た
め
、
議
会

の
議
決
を
求
め
る
も
の
で

す
。

　
　
　
☆
全
会
一
致
で
可
決

○
工
事
請
負
契
約
の
締
結

　

（
七
戸
運
動
公
園
テ
ニ
ス

　

コ
ー
ト
改
修
工
事
）

　
　
七
戸
運
動
公
園
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
改
修
工
事
の
契
約

の
た
め
、
議
会
の
議
決
を

求
め
る
も
の
で
す
。

　
　
　
☆
全
会
一
致
で
可
決

○
工
事
請
負
契
約
の
締
結

　

（
道
の
駅
造
成
駐
車
場
整

　

備
工
事
）

　

　
　
道
の
駅
造
成
駐
車
場
整

備
工
事
の
契
約
の
た
め
、

議
会
の
議
決
を
求
め
る
も

の
で
す
。

　
　
　
☆
全
会
一
致
で
可
決

６
月定

例
会

議

案

追
加
議
案

　
平
成
30
年
第
２
回
定
例
会
は
６
月
１
日
に
開
会
し
、
瀬
川
左
一
議
会
運
営
委
員
長
の
報
告
の

と
お
り
、
会
期
を
８
日
ま
で
の
８
日
間
と
決
定
し
ま
し
た
。

　
１
日
は
、
今
定
例
会
に
上
程
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
町
長
の
提
案
理
由
説
明
、
７
日
は
一
般

質
問
（
２
人
）、
最
終
日
の
８
日
は
議
案
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

　
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
本
会
議
で
審
議
さ
れ
、
全
議
案
可
決
さ
れ
閉
会
し
ま
し
た
。

平成３０年度６月補正予算
区　　　分 補  正  額 予 算 総 額

一般会計補正予算

（歳入の主なもの）

・繰　入　金　 　6,080万0千円

　（財政調整基金繰入金）

・諸　収　入   　 1,041万1千円

　（観光費受託事業収入等）

・町　　　債 　△1,040万0千円

　（除雪機械購入事業債等）

一 般 会 計 6,190万5千円 → 94億2,327万0千円

特

別

会

計

国民健康保険 1,248万0千円 → 20億1,473万8千円

後期高齢者医療 109万5千円 → 3億7,672万4千円

介 護 保 険 309万7千円 → 23億9,335万9千円

公共下水道事業 1,002万4千円 → 4億3,099万2千円

農業集落排水事業 1万0千円 → 6,120万8千円

水道事業会計
 収益的収入  △75万7千円 → 　 3億2,852万9千円

 収益的支出   121万4千円 → 　 3億1,302万2千円

一般会計補正予算（歳出の主なもの）

　※４月人事異動による予算組替を除く

　

・民　生　費　3,542万7千円　社会福祉費　448万2千円（地域福祉計画策定業務委託料等）他

・土　木　費　2,286万3千円　道路橋梁費　850万0千円（用地購入費等）他

・教　育　費　2,377万9千円　社会教育費　540万0千円（史跡二ツ森貝塚ガイダンス施設設計業務委託料等）他
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○
専
決
処
分
事
項
の
報
告

　
・
落
枝
事
故
に
係
る
和
解

　
及
び
損
害
賠
償
の
額
を

　
定
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
　
　
☆
全
会
一
致
で
承
認

○
平
成
29
年
度
七
戸
町
一
般

会
計
繰
越
明
許
費
繰
越
計

算
書
の
報
告

　
　
平
成
29
年
度
予
算
の
う

ち
平
成
30
年
度
へ
繰
り
越

し
た
も
の
（
６
事
業
）
に

つ
い
て
報
告
す
る
も
の
で

す
。

　
　
　
　
　
　
☆
報
　
　
告

○
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に

　

つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と

　

に
つ
い
て

　
　
人
権
擁
護
委
員
に
濵
中

幸
氏
を
推
薦
す
る
た
め
の

も
の
で
す
。

　
　
　
☆
全
会
一
致
で
同
意

○
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化

　

を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

　
　
賛
成
12
人
　
反
対
２
人

　
　
　
　
　
　
☆
可
　
　
決

○
労
働
者
の
声
を
踏
ま
え
た

真
の
「
働
き
方
改
革
」
の

　

実
現
を
求
め
る
意
見
書
の

提
出

　
　
賛
成
11
人
　
反
対
３
人

　
　
　
　
　
　
☆
可
　
　
決

○
安
倍
政
権
の
疑
惑
・
不
祥

　

事
に
対
す
る
真
相
究
明
を

求
め
る
意
見
書
の
提
出

　
　
賛
成
３
人
　
反
対
11
人

　
　
　
　
　
　
☆
否
　
　
決

○
日
本
政
府
が
す
み
や
か
に

核
兵
器
禁
止
条
約
に
署
名

し
国
会
が
批
准
す
る
こ
と

を
求
め
る
陳
情
書

　
　
　
　
　
　
☆
採
　
　
択

○
平
成
30
年
度
七
戸
町
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　
　
１
億
１
０
７
０
万
円
を

減
額
し
、
総
額
を
93
億
６

１
３
６
万
５
千
円
と
す
る

も
の
で
す
。

　
　
　
☆
全
会
一
致
で
可
決

○
物
品
購
入
契
約
の
締
結

　

（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
交

換
購
入
（
中
型
バ
ス
））

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

交
換
購
入
契
約
の
た
め
、

議
会
の
議
決
を
求
め
る
も

の
で
す
。

　
　
　
☆
全
会
一
致
で
可
決

○
工
事
請
負
契
約
の
締
結

　

（
七
戸
庁
舎
耐
震
改
修
工

事
）

　
　
七
戸
庁
舎
耐
震
改
修
工

事
の
契
約
の
た
め
、
議
会

の
議
決
を
求
め
る
も
の
で

す
。

　
　
　
☆
全
会
一
致
で
可
決

○
工
事
請
負
契
約
の
締
結

　

 

（
天
間
西
小
学
校
屋
内
運

動
場
等
大
規
模
改
造
工
事
）

　
　
天
間
西
小
学
校
屋
内
運

動
場
等
大
規
模
改
造
工
事

の
契
約
の
た
め
、
議
会
の

議
決
を
求
め
る
も
の
で
す
。

　
　
　
☆
全
会
一
致
で
可
決

○
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て
　

　
　
教
育
委
員
会
委
員
に
山

本
貴
子
氏
を
任
命
す
る
た

め
の
も
の
で
す
。

　
　
　
☆
全
会
一
致
で
同
意

○
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て
　

　
　
教
育
委
員
会
委
員
に
山

田
典
郎
氏
を
任
命
す
る
た

め
の
も
の
で
す
。

　
　
　
☆
全
会
一
致
で
同
意

○
専
決
処
分
事
項
の
報
告

　
・
自
動
車
損
傷
事
故
に
係

　
る
和
解
及
び
損
害
賠
償

　
の
額
を
定
め
る
こ
と
に

　
つ
い
て

　
　
　
☆
全
会
一
致
で
承
認

　
・
自
動
車
損
傷
事
故
に
係

　
る
和
解
及
び
損
害
賠
償

　
の
額
を
定
め
る
こ
と
に

　
つ
い
て

　
　
　
☆
全
会
一
致
で
承
認

　
・
自
動
車
損
傷
事
故
に
係

　
る
和
解
及
び
損
害
賠
償

　
の
額
を
定
め
る
こ
と
に

　
つ
い
て

　
　
　
☆
全
会
一
致
で
承
認

　
・
町
税
条
例
等
の
改
正

　
　
　
☆
全
会
一
致
で
承
認

　
・
地
方
活
力
向
上
地
域
に

　
お
け
る
固
定
資
産
税
の

　
特
例
措
置
に
関
す
る
条

　
例
の
改
正

　
　
　
☆
全
会
一
致
で
承
認

　
・
重
度
心
身
障
害
者
医
療

　
費
助
成
条
例
の
改
正

　
　
　
☆
全
会
一
致
で
承
認

　

《
平
成
29
年
度
予
算
関
係
》

　
・
一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
（
第
11
号
）

　
　
　
☆
全
会
一
致
で
承
認

　
・
国
民
健
康
保
険
特
別
会

　
　
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

　
　
　
☆
全
会
一
致
で
承
認

　
・
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

　
会
計
補
正
予
算

　
　
（
第
６
号
）

　
　
　
☆
全
会
一
致
で
承
認

　
・
介
護
保
険
特
別
会
計
補

　
　
正
予
算
（
第
６
号
）

　
　
　
☆
全
会
一
致
で
承
認

　
・
七
戸
霊
園
事
業
特
別
会

　
　
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

　
　
　
☆
全
会
一
致
で
承
認

　
・
公
共
下
水
道
事
業
特
別

　
会
計
補
正
予
算

　
　
（
第
６
号
）

　
　
　
☆
全
会
一
致
で
承
認

　
・
農
業
集
落
排
水
事
業
特

　
別
会
計
補
正
予
算

　
　
（
第
５
号
）

　
　
　
☆
全
会
一
致
で
承
認

　
・
水
道
事
業
会
計
補
正
予

　
算
（
第
６
号
）

　
　
　
☆
全
会
一
致
で
承
認

報

告

諮

問

議

案

報

告

陳

情

発

議

第
１
回臨 

時 

会

平
成
30
年
５
月
２
日
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教
育
委
員
に

　

山
本
貴
子
さ
ん　

再
任

　

目
的
１

定
住
促
進
に
よ
る
ま
ち
の
活
性
化

教
育
委
員
に

　
　

山
田
典
郎
さ
ん　

就
任

任期満了に伴い教育委員に任命する提案

がされ、全会一致で同意しました。

任期は、平成30年５月17日から

　　　　平成34年５月16日まで

欠員に伴い教育委員に任命する提案がさ

れ、全会一致で同意しました。

任期は、平成30年５月17日から

　　　　平成32年５月16日まで

議
員
研
修
視
察
（
九
州
地
方
）

　
　
　
　
　（
７
月
４
日
～
７
月
６
日
）

 

町
村
議
会
広
報
研
修
会

　
　
　（
５
月
24
日
）

　
平
成
30
年
７
月
４
日
か
ら
７
月
６
日
の

日
程
で
、
九
州
地
方
を
視
察
し
ま
し
た
。

　
１
日
目
は
、
長
崎
県
大
村
市
役
所
に
て
、

県
内
で
唯
一
人
口
増
加
し
て
い
る
理
由
な

ど
、
大
村
市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
意
見

交
換
を
し
ま
し
た
。

　
県
央
と
い
う
立
地
や
、
長
崎
空
港
や
高

速
道
路
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
な
ど
の
交
通

ア
ク
セ
ス
の
利
便
性
を
生
か
し
、
住
宅
が

建
て
や
す
い
環
境
、
充
実
し
た
医
療
環
境

な
ど
、
住
む
人
に
と
っ
て
暮
ら
し
や
す
い

条
件
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
整
っ
て
い
ま
し
た
。

市の取り組みの説明を受ける

取り組みについて意見交換

　
青
森
県
町
村
議
会
議
長
会

主
催
の
広
報
研
修
会
が
青
森

県
労
働
福
祉
会
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
研
修
は
、「
議
会
だ
よ

り
」
の
基
本
と
編
集
の
向
上
を

目
的
と
し
て
、
毎
年
行
わ
れ

て
お
り
ま
す
。

　
講
師
に
、
全
国
広
報
コ
ン
ク

ー
ル
広
報
紙
部
門
審
査
員
や

町
村
議
会
広
報
表
彰
審
査
委

員
な
ど
、
活
動
し
て
い
る
長
岡

光
弘
氏
を
お
迎
え
し
「
読
ま
れ

る
議
会
だ
よ
り
の
編
集
と
表

現
ポ
イ
ン
ト
」
と
題
し
て
講
演

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

議会広報研修会の様子
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研
修
目
的
２

世
界
遺
産
に
お
け
る
登
録
後

の
状
況
と
経
済
波
及
効
果

　

研
修
目
的
３

熊
本
地
震
の
被
災
状
況
と

復
旧
計
画

　
２
日
目
は
、
福
岡
県
北
九
州
市
に
て
、
世

界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
明
治
日
本
の
産
業
革

命
遺
産
群
（
製
鉄
・
製
鋼
・
造
船
・
石
炭
産

業
）
の
官
営
八
幡
製
鉄
所
を
視
察
し
ま
し
た
。

　
世
界
遺
産
登
録
後
、
観
光
客
が
増
加
す
る

な
か
、
構
成
資
産
の
保
護
・
保
全
を
し
な
が

ら
も
、
構
成
資
産
の
活
用
に
よ
る
地
域
振
興

と
、
構
成
資
産
の
維
持
管
理
費
用
の
捻
出
が

必
要
で
あ
る
こ
と
を
検
証
し
て
き
ま
し
た
。

　
３
日
目
は
、
熊
本
県
熊
本
市
に
て
、
熊
本

城
の
復
旧
状
況
を
視
察
し
ま
し
た
。

　
被
災
し
た
石
垣
・
建
築
物
の
復
旧
計
画
を

策
定
し
、
期
間
を
定
め
て
取
り
組
ん
で
い
ま

し
た
。

　
熊
本
城
は
、
城
へ
の
立
ち
入
り
見
学
を
望

む
観
光
客
が
多
い
た
め
、
安
全
を
確
保
し
な

が
ら
復
旧
整
備
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
ま

し
た
。

構成資産の活用の説明を受ける

官営八幡製鉄所の説明を受ける 世界遺産官営八幡製鉄所背景

熊本城の復旧状況の説明を受ける

被災した石垣 復旧される熊本城
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議　

員

　

国
、
県
の
学
力
テ
ス
ト
結

果
の
公
表
と
活
用
に
つ
い
て
、

教
育
委
員
会
は
知
り
得
た
テ

ス
ト
の
結
果
を
各
学
校
や
保

護
者
に
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
程

度
公
表
す
る
か
。

教
育
長

　
教
育
委
員
会
で
は
、
国
及

び
県
か
ら
の
提
供
を
受
け
た

管
内
小
中
学
校
の
結
果
は
、

公
表
し
て
い
な
い
。

議　

員

　

テ
ス
ト
結
果
の
公
表
は
、

他
校
や
他
地
域
と
の
比
較
、

過
度
の
競
争
心
、
テ
ス
ト
学

力
偏
重
の
教
育
や
授
業
に
な

る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

　

本
来
、
子
供
は
学
習
し
、

も
の
を
覚
え
、
そ
れ
を
活
用

し
、
さ
ら
に
多
く
の
こ
と
を

知
る
こ
と
で
楽
し
く
、
充
実

し
た
生
活
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
る
は
ず
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
そ
れ
が
テ
ス
ト

に
よ
る
、
子
供
同
士
や
学
校

間
の
競
争
と
か
に
な
る
と
、

子
供
の
負
担
に
な
っ
て
く
る
。

　

と
こ
ろ
で
各
学
校
は
、
テ

ス
ト
の
点
数
を
上
げ
る
た
め
、

特
別
に
過
去
問
題
の
学
習
な

ど
、
教
育
課
程
以
外
に
授
業

を
行
っ
て
い
る
か
。

教
育
長

　
管
内
小
中
学
校
か
ら
調
査

を
行
っ
た
が
、
本
学
力
調
査

対
策
の
た
め
に
教
育
課
程
以

外
に
授
業
を
行
っ
て
い
る
学

校
は
な
い
。

議　

員

　

子
供
た
ち
に
と
っ
て
「
本

当
に
必
要
な
学
校
」
と
は
ど

ん
な
学
校
か
。

教
育
長

　
個
々
の
子
供
の
声
に
耳
を

傾
け
、
最
後
ま
で
話
を
聞
き
、

思
い
を
受
け
と
め
て
、
学
校
、

保
護
者
が
共
有
し
、
多
様
な

可
能
性
を
信
じ
て
、
心
を
込

め
て
育
て
て
い
く
学
校
で
は

な
い
か
と
思
う
。

議　

員

　

そ
う
い
う
学
校
に
す
る
た

め
に
は
、
教
員
と
子
供
の
ふ

れ
あ
う
時
間
の
確
保
が
大
事

で
、
そ
の
た
め
に
は
「
教
員

勤
務
の
多
忙
な
実
態
」
へ
の

対
策
が
必
要
で
あ
る
。

　

指
導
要
領
の
作
成
を
パ
ソ

コ
ン
で
で
き
な
い
か
。

教
育
長

　
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
と
呼

ば
れ
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ソ
フ

ト
を
導
入
す
る
た
め
の
検
討

を
進
め
て
い
る
。

議　

員

　

お
盆
期
間
中
を
学
校
閉
庁

日
に
で
き
な
い
か
。

教
育
長

　
小
中
学
校
６
校
で
取
り
組

む
意
向
が
確
認
さ
れ
た
時
点

で
、
保
護
者
に
対
し
て
、
８

月
13
日
か
ら
15
日
の
３
日
間
、

夏
期
休
業
中
の
学
校
閉
庁
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
た
い
。

　議　

員

　

町
民
の
方
々
か
ら
要
望
が

多
く
、
人
口
減
少
の
中
、
各

集
落
を
結
ぶ
地
域
公
共
交
通

機
関
の
効
率
的
な
運
用
に
つ

い
て
、
生
活
弱
者
の
視
点
か

ら
質
問
し
ま
す
。

　

今
年
度
、
町
で
は
地
域
公

共
交
通
網
形
成
計
画
を
つ
く

り
、
こ
れ
に
対
す
る
対
策
を

立
て
て
い
る
が
、
計
画
の
目

的
、
背
景
は
何
か
、
町
民
の

ど
の
よ
う
な
要
求
を
反
映
し

て
つ
く
ら
れ
た
も
の
か
。

町
　
長

　
町
に
は
、
新
幹
線
や
路
線

バ
ス
が
あ
り
、
独
自
に
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
や
電
気
シ
ャ

ト
ル
バ
ス
を
運
行
し
て
、
高

齢
者
を
中
心
と
し
た
地
域
住

民
の
足
と
し
て
利
用
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
。

　
こ
の
運
行
経
路
、
運
行
時

刻
等
を
基
本
と
し
、
利
用
者

か
ら
要
望
を
踏
ま
え
つ
つ
、

民
間
事
業
者
と
の
共
存
を
考

慮
し
て
い
る
。

　
将
来
的
な
公
共
交
通
の
維

持
、
確
保
を
図
る
た
め
に
、

住
民
、
事
業
者
、
行
政
が
一

体
と
な
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が

適
切
な
役
割
分
担
の
も
と
、

満
足
で
き
る
体
制
づ
く
り
を

行
い
、
ま
ち
づ
く
り
と
一
体

と
な
っ
た
公
共
交
通
体
系
の

再
構
築
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

議　

員

　

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
導

入
や
タ
ク
シ
ー
移
動
へ
の
助

成
支
援
を
考
え
て
い
る
か
。

町
　
長

　
今
年
度
、
新
た
に
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
あ
る
い
は
電
気

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
運
行
の
再

編
を
し
な
が
ら
、
充
実
化
を

図
る
こ
と
で
、
現
時
点
で
の

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
導
入
、

タ
ク
シ
ー
移
動
へ
の
助
成
は

考
え
て
い
な
い
。

議　

員

　

バ
ス
の
小
型
化
、
電
気
バ

ス
の
廃
止
な
ど
考
え
て
い
る

か
。

町
　
長

　
電
気
バ
ス
も
含
め
小
型
化

し
、
あ
る
程
度
コ
ー
ス
も
細

分
化
し
て
い
く
こ
と
で
、
今

後
、
更
新
す
る
際
は
検
討
し

て
い
く
。

議　

員

　

新
し
く
で
き
る
マ
エ
ダ
ス

ト
ア
ま
で
の
コ
ー
ス
は
考
え

ら
れ
な
い
か
。

町
　
長

　
今
年
度
策
定
す
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
再
編
計
画
に
、

そ
の
地
区
を
加
え
、
前
向
き

に
検
討
す
る
。

佐々木　寿夫 議員

一問一答方式

教員の「多忙な勤務」、
コミュニティバス「コース」の対策は

町長

一
般
質
問お盆期間を学校閉庁日にする

バスコースを前向きに考える

一 般 質 問

七
戸
町
地
域
公
共
交
通
網
形

成
計
画
に
つ
い
て
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一
般
質
問

町長

議　

員

　

起
業
・
創
業
支
援
を
行
う

際
に
、
ま
ず
は
事
業
承
継
を

考
え
て
い
る
商
業
者
を
紹
介

で
き
る
こ
と
が
望
ま
し
い
が
、

現
在
の
状
況
は
。

町
　
長

　
事
業
承
継
は
、
青
森
県
事

業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

の
紹
介
と
、
商
工
会
に
個
別

相
談
の
あ
っ
た
事
業
者
の
把

握
に
止
ま
っ
て
い
る
。

　
昨
年
度
末
、
七
戸
町
商
工

会
が
策
定
し
た
経
済
産
業
省

の
事
業
の
経
営
発
達
支
援
計

画
が
認
定
さ
れ
た
。
こ
の
中

の
一
つ
に
、
個
々
の
店
舗
や

事
業
者
が
抱
え
る
問
題
に
寄

り
添
っ
て
指
導
や
助
言
を
し

て
い
く
伴
走
型
小
規
模
事
業

者
支
援
推
進
事
業
が
あ
る
。

　
今
年
度
、
事
業
者
と
の
ヒ

ア
リ
ン
グ
を
順
次
進
め
て
い

く
中
で
、
後
継
者
の
有
無
、

事
業
承
継
を
考
え
て
い
る
か

な
ど
詳
細
な
情
報
が
今
後
蓄

積
さ
れ
て
い
く
と
思
う
。

　
こ
れ
ら
の
情
報
を
共
有
・

活
用
し
な
が
ら
、
希
望
者
と

の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
つ
な
げ
て

い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

議　

員

　

ナ
ナ
カ
ー
ド
に
つ
い
て
。

①
現
在
の
会
員
数
は
。

②
今
ま
で
に
ど
の
よ
う
な
有

益
な
情
報
が
得
ら
れ
た
か
。

③
今
後
の
展
開
は
。

町
　
長

①
２
、
４
８
１
人
で
、
構
成

比
率
は
、
町
内
40
％
、
県
内

53
％
、
県
外
７
％
。

②
年
齢
、
性
別
、
利
用
頻
度
、

利
用
金
額
、
地
域
特
性
等
。

③
ス
マ
ホ
決
済
が
主
流
に
な

る
時
代
が
来
る
と
予
想
さ
れ

る
が
、
カ
ー
ド
に
よ
る
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
は
重
要
。
そ
の

活
用
に
よ
る
継
続
取
引
、
い

わ
ゆ
る
リ
ピ
ー
ト
率
の
向
上

と
顧
客
単
価
を
上
げ
る
こ
と

に
尽
き
る
と
思
う
。

　
会
員
数
増
加
で
分
析
戦
略

が
顧
客
の
囲
い
込
み
へ
つ
な

が
り
、
さ
ら
に
は
経
営
の
安

定
に
つ
な
が
る
の
で
、
継
続

し
て
展
開
し
て
い
き
た
い
。

議　

員

　

ナ
ナ
カ
ー
ド
は
小
学
生
か

ら
つ
く
れ
る
が
、
中
学
校
を

卒
業
す
る
時
点
で
全
生
徒
が

所
有
し
、
ナ
ナ
カ
ー
ド
の
メ

ー
ル
配
信
機
能
で
、
文
化
祭

な
ど
の
学
校
行
事
や
ク
ラ
ス

会
の
お
知
ら
せ
や
成
人
式
の

案
内
な
ど
の
情
報
も
配
信
で

き
る
よ
う
に
す
れ
ば
、
一
段

と
魅
力
が
増
す
と
思
う
。

議　

員

　

ピ
ザ
カ
ー
ニ
バ
ル
を
山
車

団
地
前
で
行
っ
た
が
、
イ
ベ

ン
ト
で
集
客
し
販
売
で
き
る

場
所
だ
と
実
感
し
た
。　

①
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
や
す

く
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

②
物
産
館
、
七
彩
館
、
花
卉

展
示
館
で
は
販
売
で
き
な
い

商
品
で
も
販
売
で
き
る
施
設

を
整
備
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

町
　
長

①
道
の
駅
、
山
車
展
示
館
、

山
車
団
地
エ
リ
ア
は
、
春
ま

つ
り
、
秋
ま
つ
り
、
秋
の
大

収
穫
祭
な
ど
、
機
会
を
と
ら

え
て
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て

き
た
が
、
こ
れ
か
ら
も
こ
の

エ
リ
ア
を
拠
点
に
、
町
内
を

循
環
す
る
よ
う
な
工
夫
を
し

な
が
ら
開
催
し
て
い
く
。
　

　
ま
た
、
賑
わ
い
を
も
た
ら

す
行
事
は
大
い
に
活
用
し
て

頂
き
、
前
向
き
な
イ
ベ
ン
ト

へ
の
支
援
も
し
た
い
。

②
販
売
拠
点
の
整
備
は
今
の

と
こ
ろ
は
考
え
て
い
な
い
。

　
し
か
し
近
年
、
駅
周
辺
に

は
、
民
間
投
資
に
よ
る
進
出

が
徐
々
に
見
え
て
来
た
。
将

来
、
販
売
実
績
や
需
要
が
増

え
、
行
政
に
よ
る
投
資
の
必

要
性
を
判
断
し
た
時
は
、
荒

熊
内
地
区
総
合
開
発
計
画
の

第
２
次
計
画
あ
る
い
は
第
３

次
計
画
に
盛
り
込
む
必
要
が

あ
る
。

議　

員

①
夏
休
み
、
冬
休
み
、
春
休

み
の
期
間
、
教
職
員
は
定
時

に
帰
宅
で
き
て
い
る
か
。

②
両
中
学
校
教
職
員
の
部
活

動
に
携
わ
る
総
勤
務
時
間
は
。

教
育
長

①
緊
急
事
案
の
発
生
等
が
な

い
限
り
は
帰
宅
で
き
て
い
る
。

②
七
戸
中
学
校
に
は
８
部
活

動
が
あ
り
、
平
日
は
１
２
０

分
、
教
員
20
人
全
員
が
顧
問
。

　
天
間
林
中
学
校
に
は
５
部

活
動
が
あ
り
、
５
月
１
日
か

ら
９
月
20
日
ま
で
は
１
１
０

分
、
９
月
21
日
か
ら
４
月
30

日
ま
で
は
80
分
、
教
員
12
人

全
員
が
顧
問
と
な
り
対
応
。

議　

員

　

社
会
体
育
に
切
り
か
え
る

場
合
の
課
題
は
何
か
。

教
育
長

　
日
本
中
学
校
体
育
連
盟
と

都
道
府
県
中
学
校
体
育
連
盟

の
組
織
改
革
、
学
校
設
置
者

に
よ
る
研
修
、
社
会
人
指
導

者
の
確
保
で
す
。

議　

員

外
部
指
導
員
の
活
用
は
。

教
育
長

　
顧
問
教
員
、
生
徒
、
保
護

者
が
一
致
し
て
外
部
指
導
者

を
必
要
と
す
る
な
ら
と
て
も

よ
い
。
外
部
指
導
者
は
、
現

在
、
七
戸
中
学
校
は
11
人
、

天
間
林
中
学
校
は
３
人
に
委

嘱
し
て
い
る
。

哘　　清悦 議員
今後の商業振興策は

一問一答方式

事業承継、ナナカード会員増加、
前向きなイベントの支援等を実施

教
職
員
の
部
活
動
の
負
担

軽
減
に
つ
い
て



第 53 号　（8）平成 30 年 8月１日 議 会 だ よ り

◎
総
務
企
画
常
任
委
員
会

　
開
催
日
　
平
成
30
年
５
月
15
日

　
案
　
件
　
①
平
成
30
年
度
各
課
事
務
事
業
計
画

　
　
　
　
　
②
平
成
29
年
度
徴
収
見
込
み
（
税
務
課
）

　
内
　
容
　
各
課
長
よ
り
事
務
事
業
計
画
等
に
つ
い
て
、
税

　
　
　
　
　
務
課
長
よ
り
徴
収
見
込
み
に
つ
い
て
説
明
を
受

　
　
　
　
　
け
協
議
し
た
。

　
　
　
　
　
懸
案
事
項
は
、
関
係
課
長
よ
り
説
明
を
受
け
協

　
　
　
　
　
議
し
た
。

◎
建
設
産
業
常
任
委
員
会

　
開
催
日
　
平
成
30
年
５
月
17
日

　
案
　
件
　
①
平
成
30
年
度
各
課
事
務
事
業
計
画

　
　
　
　
　
②
滞
納
状
況
（
建
設
課
・
上
下
水
道
課
）

　
内
　
容
　
各
課
長
よ
り
事
務
事
業
計
画
等
に
つ
い
て
、
建

　
　
　
　
　
設
課
長
及
び
上
下
水
道
課
長
よ
り
滞
納
状
況
に

　
　
　
　
　
つ
い
て
説
明
を
受
け
協
議
し
た
。

　
　
　
　
　
懸
案
事
項
は
、
関
係
課
長
よ
り
説
明
を
受
け
協

　
　
　
　
　
議
し
た
。

◎
文
教
厚
生
常
任
委
員
会

　
開
催
日
　
平
成
30
年
５
月
18
日

　
案
　
件
　
①
平
成
30
年
度
各
課
事
務
事
業
計
画

　
内
　
容
　
各
課
長
よ
り
事
務
事
業
計
画
等
に
つ
い
て
、
説

　
　
　
　
　
明
を
受
け
協
議
し
た
。

　
　
　
　
　
懸
案
事
項
は
、
関
係
課
長
よ
り
説
明
を
受
け
協

　
　
　
　
　
議
し
た
。

　
開
催
日
　
平
成
30
年
６
月
１
日

　
案
　
件
　
陳
情
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

　
内
　
容
　
「
日
本
政
府
が
す
み
や
か
に
核
兵
器
禁
止
条
約

　
　
　
　
　
に
署
名
し
国
会
が
批
准
す
る
こ
と
を
求
め
る
陳

　
　
　
　
　
情
書
」
に
つ
い
て
審
査
し
、
採
択
す
べ
き
も
の

　
　
　
　
　
と
し
た
。

　
開
催
日
　
平
成
30
年
７
月
10
日

　
案
　
件
　
学
校
訪
問

　
　
　
　
　
（
城
南
小
学
校
・
七
戸
小
学
校
・
七
戸
中
学
校
）

　
内
　
容
　
各
学
校
を
訪
問
し
、
教
育
方
針
や
学
校
、
生
徒

　
　
　
　
　
の
様
子
な
ど
の
説
明
を
受
け
、
授
業
を
視
察
し

　
　
　
　
　
た
。

◎
議
会
運
営
委
員
会

　
開
催
日
　
平
成
30
年
５
月
23
日

　
案
　
件
　
６
月
定
例
会
提
出
議
案
等

　
内
　
容
　
総
務
課
長
・
財
政
課
長
よ
り
提
出
議
案
の
説
明    

　
　
　
　
　
を
受
け
、
会
期
日
程
等
に
つ
い
て
審
議
し
た
。

　
開
催
日
　
平
成
30
年
６
月
７
日

　
案
　
件
　
６
月
定
例
会
の
提
出
議
案
の
追
加

　
内
　
容
　
総
務
課
長
よ
り
追
加
議
案
３
件
（
消
防
ポ
ン
プ

　
　
　
　
　
自
動
車
（
Ｃ
Ｄ
―

Ⅰ
型
）
購
入
、
七
戸
運
動
公

　
　
　
　
　
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
改
修
工
事
、
道
の
駅
造
成
駐

　
　
　
　
　
車
場
整
備
工
事
）
の
説
明
を
受
け
審
議
し
た
。

◎
議
会
議
員
全
員
協
議
会

　
開
催
日
　
平
成
30
年
５
月
２
日

　
案
　
件
　
町
営
住
宅
蛇
坂
団
地
建
替
基
本
計
画
に
つ
い
て

　
内
　
容
　
建
設
課
長
よ
り
、
町
営
住
宅
蛇
坂
団
地
建
替
基

　
　
　
　
　
本
計
画
に
つ
い
て
、
説
明
を
受
け
協
議
し
た
。

◎
議
会
改
革
特
別
委
員
会

　
開
催
日
　
平
成
30
年
６
月
１
日

　
案
　
件
　
七
戸
町
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
に
つ
い
て

　
内
　
容
　
「
七
戸
町
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」
に
つ
い
て
、

　
　
　
　
　
議
会
条
例
部
分
を
審
議
し
た
。

◎
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

　
開
催
日
　
平
成
30
年
７
月
３
日
・
11
日

　
案
　
件
　
議
会
広
報
第
53
号
の
編
集
に
つ
い
て

　
内
　
容
　
８
月
１
日
発
行
の
「
し
ち
の
へ
議
会
だ
よ
り
」

　
　
　
　
　
の
編
集
を
行
っ
た
。

委
員
会
の
動
き

委
員
会
の
動
き

読
み
や
す
い
広
報
誌
を
作
成

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。　

（
二
ツ
森
）

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

委
員
長
　
二
ツ
森
　
英
　
樹

副
委
員
長
　
佐
々
木
　
寿
　
夫

委
　
員
　
岡
　
村
　
茂
　
雄

　
　
　
　
哘
　
　
　
清
　
悦

　
　
　
　
澤
　
田
　
公
　
勇

　
　
　
　
小
　
坂
　
義
　
貞

　
今
年
も
暑
い
季
節
に
な
り

ま
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
や
旅
行
な
ど
出

か
け
る
機
会
が
多
く
な
る
と

思
い
ま
す
が
、
熱
中
症
対
策

を
し
っ
か
り
し
て
、
事
故
に

も
気
を
つ
け
て
、
楽
し
い
時

間
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

　
さ
て
、
広
報
は
読
ん
で
楽

し
く
、
間
違
い
の
な
い
も
の

に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
は
、
こ
れ
か
ら
も
、

町
民
の
意
見
を
取
り
入
れ
、

編
集
後
記


